















るバ メ ンダ高原,そ の中心都市 バメ ンダ
(Bamenda)の市場 には,周 辺の村々か ら
買物客が集 まる。店を覗 く男たちの肩に,ラ
















な ったバ メ ッシング村(Bamessing)では,













のヤシの葉 ・軸 ・幹 ・根 は云うに及ばず樹液
までも生活に利用する。本テーマのラフィア
製袋 も,こ の幼葉か ら得 る繊維を素材 とする。
ラフィア繊維 はサハ ラ以南 のアフ リカの
「木綿以前」の布 として,樹 皮布や獣布 とと
もに存在 した と考えられている。 この繊維 に












黄色 はシ ョウガ科 の鬱金(Nyah,CuY-
cusnaDo嬲6s齔σZ4五E7'0ハD。赤色 はマ
メ科 の カムウ ッ ド(Bowe,Baphianitida
AFZEL)から,橙色 はこの2種 類 を合わせ
て得る。黒色はカキノキ科の樹皮 と,フ ェカ
ングァと呼ぶ草で染色 した後,鉄 塩を含む泥
地に繊維を浸して得る。他 に茶,褐 色 は樹皮
か ら,緑色 はマメ科のクロタラリア種の2種
類の植物から得る。
このような色糸は,平織 による格子 ・縞 ・
網代文や,縫 取織2)による文字 ・動物文,ま





作 して も良いものではな く,職人の住むコン




行政 ・軍事 ・宗教などの構成 は全て秘密 とさ
れ,口 外することが憚か られる。ただ,村 で
の収穫祭(nukie)などで宮殿内に集 まる村
人の中に,宮殿 にある首長の袋 と同 じ意匠の
袋 を多 く見 ることができる。それ らは豪華 な
房飾 りに,菱 形文や牡牛文などを刺繍 したも
のである。 これらの袋 と幾つかの表徴品(赤




登場する吊袋は,生 成 りの平織が多 く,また,
これを執 り仕切 る強力な呪術者 と首長のみが







中で,一 目一 目,製作者や周 りの者が確認 し
なが ら作 り上 げていくものであった。














注1)本 調査 は昭和61,63年度 の文部省 科学研 究補助 金に
よる大阪芸術大学海外調 査 「熱帯アフ リカ文化領域 に
おける工芸 文化 の比較研 究」(隊長森淳教授)に 参加。
2)縫 取織(ヌ イ トリオ リ)。紋織 りの1種 類で織物 の
一部 に文様 を表 す時 ,縫 取用の ヨコ糸をその部分 にの
み織 り込 む方法 。
3)松 傘絞 り(マ ツカサ シボ リ)。布 をつ まみ,そ の 部
分 を糸で くくり,染色 する と円状 に防染で き,こ の形
か ら名前 が由来 。
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